
 

 

DC100V 電源装置 

KDM1407A-3V1 

（AC/DC スイッチング式/ＣＰ３回路） 

【取扱説明書】 

 

 

※ご使用前に必ずお読みください 
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安全上のご注意 

この取扱説明書は電源装置を正しく、安全に使用していただくためのものです。 

必ず、事前によく読んでからご使用ください。お読みいただいた後は大切に保管し、必要な

ときに活用できるようにしておいてください。 

この取扱説明書では据付、運転、保守、点検などに関する安全上の注意事項を「警告」と「注

意」に区分し記載しています。 

 

「警告」   

誤った取扱いで使用者が死亡または重傷を負う可能性が高い場合及び軽傷または物的

損害が発生しやすい内容を示します。 

「注意」   

誤った取扱いで使用者が重傷を負う可能性は低いが、障害を負う危険が想定される場合

並びに物的損害の発生が想定される内容を示します。 

 

※「注意」に記載される事項であっても、状況によって重大な結果に結びつく可能性が

あります。いずれも重要な内容であることをご理解の上、必ず守ってください。 

 

 

「警告」  

運
転
・
操
作 

1. 

本装置を鉛蓄電池48セル用充電以外の用途に使用しないでく

ださい。装置の故障及び負荷設備破損の要因となるおそれが

あります。 

2. 

装置の概要の決められた環境でご使用ください。装置故障、部

品劣化等により寿命を短縮させる恐れがあります。 

3. 

蓄電池及び直流には＋、－の極性があります。極性に誤りがな

いことを確認してください。接続を誤ると回路が短絡し、電線

等の焼損、装置故障及び事故の原因となるおそれがあります。 

4. 

接地箇所に緩みがないことを確認してください。発熱及び装

置故障の原因となるおそれがあります。 

5. 

運転中は装置内の部品に触れないでください。触れる場合は、

電圧が印加されていないことを確認してください。感電及び

装置故障の原因となるおそれがあります。 
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設
置
・
据
付 

6. 

装置の設置される場所は、仕様書に定められた環境が維持さ

れていることを確認してください。装置故障、部品劣化等によ

り装置の寿命を短縮させる原因となるおそれがあります。 

7. 

装置の移動は質量及び幅に合った器具を使用してください。

装置の転倒及び事故の原因となるおそれがあります。 

8. 

装置を吊り上げる場合は、専門業者が行ってください。用具は

装置の重量に見合ったものをご使用ください。転倒及び落下

等の事故の原因となるおそれがあります。 

ケ
ー
ブ
ル
布
設
と

接
続 

9. 

蓄電池の端子は常時電圧があるため、接続時は手袋、絶縁靴を

使用してください。感電の原因となるおそれがあります。 

10. 

ケーブルの接続を行う場合は、必ず電圧が印加されていない

ことを確認してください。感電の原因となるおそれがありま

す。 

 

 

「注意」   

運
転
・
操
作 

1. 

シンナー等の有機溶剤は使用しないでください。化学変化に

より装置の故障及び事故の原因となるおそれがあります。 

2. 

装置内の部品、外箱等に損傷がないことを確認してください。

装置故障の原因となるおそれがあります 

3. 

外箱は仕様書に決められた接地（D 種接地）が行われている

ことを確認してください。感電並びに誤動作の原因となるお

それがあります。 

4. 

火災・地震が発生した場合は、速やかに装置の状況を確認して

ください。異常が認められた場合は弊社又は代理店にご連絡

ください。装置故障及び事故の原因となるおそれがあります。 

保
守
・
点
検 

5. 

制御装置の接続部には手を触れないでください。また、布やブ

ラシでこすらないでください。静電気等により部品破損の原

因となるおそれがあります。 

6. 

装置の移動、移設、用途変更する場合は必ず弊社又は代理店に

ご連絡ください。装置故障、負荷設備の破損及び事故の原因と

なるおそれがあります。 

7. 

部品の交換年数により部品の交換を行ってください。事前に

交換しないと装置故障の原因となるおそれがあります。部品

交換の計画の際は弊社又は代理店にお問い合わせください。 
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異
常
時
の
処
置 

8. 

装置に異常が生じた場合は応急処置を行ってください。処置

及び原因等に不明点があれば弊社又は代理店にお問い合わせ

ください。 

9. 

装置に異常がある際は使用しないでください。装置故障の原

因となるおそれがあります。 

長
期
保
管 

10. 

再使用する時は、必ず点検を行ってください。部品が劣化し装

置故障の原因となるおそれがあります。 

11. 

保管時の環境は仕様書で決められた環境を維持すると同時

に、結露しないようにしてください。絶縁劣化、部品劣化の原

因となるおそれがあります。 

破
棄 

12. 

装置の破棄は産業廃棄物となりますので、産業廃棄物処分の

認可を受けた業者に処理を依頼してください。装置の破棄時

は必ず弊社又は代理店にご連絡ください。 

据
付 

13. 

運搬、設置、据付は専門の業者に依頼してください。経験・知

識がない場合、事故の原因となるおそれがあります。 

14. 

装置の設置・据付時には保安帽、手袋、安全靴を使用してくだ

さい。事故、けがの原因となるおそれがあります。 

15. 

装置搬入路の確保及び通路上の危険物、障害物を取り除いて

ください。事故の原因となるおそれがあります。 

16. 

基礎ボルトの固定は適合した工具を使用してください。異な

る工具を使用すると規定の強度が得られなくなり、装置故障

及び事故の原因となるおそれがあります。 

17. 

装置には衝撃を与えないでください。装置故障の原因となる

おそれがあります。 
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ＤＣ１００Ｖ電源装置ご使用上の注意 

ＤＣ１００Ｖ電源装置の内蔵バッテリは、1 年に１回以上の点検を行い、５年以内に交

換してください。使用環境によって交換時期は早くなります。 

本機の内蔵バッテリには長寿命完全密封型鉛蓄電池 LG7－12（Long 社製）を使用して

います。鉛蓄電池 LG7－12 は、GEL（ゲル）タイプのバッテリです。 

GEL タイプバッテリは補水の必要がなく、寿命が長いという特長があります。 

 

バッテリの寿命や劣化状態の点検は、次の項目で行ってください。 

確認事項 点検内容 状態 処置 

外観 

バッテリケースが

膨らむなどの変形

はみられないか。 

バッテリケースが

膨らんでひび割れ

ている。 

バッテリを交換す

る 

電圧 
バッテリ電圧が

10V 以上あるか。 

バッテリ電圧が

10V 未満になって

いる。 

バッテリを交換す

る。 

内部抵抗値 

（バッテリテスタ

がある場合） 

バッテリの内部抵

抗値が交換の目安

の値を超えていな

いか。 

※［内部抵抗値］の

表を参照 

バッテリの内部抵

抗値が交換の目安

の値を超えている。 

交換の目安：早めに

バッテリを交換す

る。 

故障の目安：バッテ

リを交換する。 

放電電流 

放電電流 1.8A 以上

で使用していない

か。 

常時 1.8A 以上の放

電で使用している。 

早めにバッテリを

交換する。 
使用年数 

放電後すぐに充電

せず、１時間以上後

に充電していない

か。 

バッテリの充電を

行ってもバッテリ

電圧が 12V 以上に

回復しない 

 

・バッテリの内部抵抗値での交換、故障の目安は次の値になります。 

［内部抵抗値］ 

初期値 交換の目安 故障の目安 

約 20ｍΩ 25ｍΩ超え 35ｍΩ超え 
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1. DC100V 電源装置 仕様 

本機の仕様は以下の通りです。 

  

1. 型式 ＫＤＭ１４０７Ａ－３V１ 

2. 交換方式 ＡＣ/ＤＣスイッチング式 

3. 交流入力 単相２線 ＡＣ１７０－２６４Ｖ 

4. 直流出力 定格電圧/電流：ＤＣ１１０Ｖ/１３.６Ａ 

（定格出力電力１４９６Ｗ） 

バッテリ総容量：ＤＣ９６Ｖ/７Ａｈ（２０時間率） 

バッテリ使用時の出力ＣＰの定格電流/遮断時間：２０Ａ/約５秒 

出力ＣＰ数：３回路 

※常時使用する負荷電流は１２Ａ以下で使用してください。 

5. 接地 D 種接地（１００Ω以下） 

※電子機器（ＡＣ/ＤＣ電源）を使用していますので、接地が必

要になります。 

6. 絶縁抵抗 ＡＣ/ＤＣ電源：５０MΩ以上 

※絶縁抵抗測定は出力電圧/異常モニター基板を取り外して実施

してください。 

7. 耐電圧 ＡＣ/ＤＣ電源 

 交流入力－ＦＧ：ＡＣ１５００Ｖ １分間 

 直流出力－ＦＧ：ＡＣ５００Ｖ  １分間 

※耐電圧試験は出力電圧/異常モニター基板を取り外して実施し

てください。 

8. 使用環境 周囲温度：０℃～４０℃ 

周囲湿度：３５％ＲＨ～８５％ＲＨ  

※結露していないこと。 

設置場所： 

有毒ガス、塩分、ほこり、ノイズ、振動・衝撃、直射日光のない

場所であること。 
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2. DC100V 電源装置の外形および寸法 

 

DC100V 電源装置の外観は次の通りです。外箱正面の扉を開くと内部を見ることがで

きます。 

 

1. 外形 
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2. 内部 
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3. 設置に関して 

（１） 本機の設置・配線は電気工事士等の資格を有する人が行ってください。 

 

（２） 本機の重量は 65Kg です。適切な重機や工具を用いて安全確実に運搬し、設置

してください。 

 

（３） 本機の使用環境は、周囲温度０℃～４０℃、周囲湿度 35％RH～85％RH の範

囲で十分な換気の得られる所としてください。また、有毒ガス、塩分、ほこ

り、ノイズ、振動衝撃、直射日光のない場所に設置してください。 

 

※本機の設置は、周囲スペースを十分に考慮して行ってください。 

 

（４） 交流入力は AC170－264V で、商用入力 CP は 20A となります。 

交流入力の入力線は、AC200V の場合 600V 耐圧 3.5 ㎟以上の電線を使用して

ください。 

直流出力の定格は DC110V/13.6A で、出力 CP は 20A（20A 時約５秒）で遮

断となります。 

直流出力の出力線は、600V 耐圧 2 ㎟以上の電線を使用してください。 

交流入力線、直流出力線の距離が長くなる場合は、電線の導体抵抗による電圧

降下を考慮した電線を使用してください。 

 

（５） 警報出力はリレー出力で無電圧接点です。 

接点容量は、抵抗負荷で DC30V/2A、AC125V/0.5A です。 

負荷電圧、電流を接点容量以下で使用してください。 
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（６） 本機への入線は、次のように行ってください。 

・図 1 は入線口、図 2 は配線端子の参考図を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1 入線参考 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 配線端子  
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① 図１に示すように底面側の通気口を入線に使用してください。 

 

※本機の側面に入線穴の加工をしないでください。 

本機の側面に入線穴の加工をした場合、金属くずが本機の内部の 

スイッチング電源に入り、故障の原因になります。 

 

② バッテリユニットの固定ねじを外して、本機からユニットを引き出してくだ

さい。 

 

※バッテリユニットのコネクタ端子部に有電圧があります。短絡事故に注意して

ください。また、バッテリユニットは 15 ㎏の重さがあります。足元の落下に注

意してください。 

バッテリコネクタは、バッテリユニットから外してください。 

 

③ 本機の底面の入線口を通して、交流入力線、警報出力線、直流出力線、接地

線を入線してください。 

 

④ 図 2 の配線端子を参照して、交流入力線、警報出力線、直流出力線、接地線

を接続してください。 

 

※出力の CP は＋極、－極があります。極性に注意して正しく配線してくださ

い。 

接地線は、端子台には接続せず、接地端子に接続してください。 

配線後、配線確認とねじの増し締め確認を実施してください。 

 

⑤ バッテリユニットを本機に戻して、ねじで固定してください。 

 

※納入時の警報出力の接点状態については仕様書に記載しております。本書とは

別の、仕様書 4 ページ「13. 端子台/サーキットプロテクタ」をご確認ください。 
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4. 運転と停止に関して 

（１） 本機の運転を開始する場合は、以下の手順で行ってください。 

 

（準備） 

すべての CP が OFF であることを確認してから交流入力（AC170～264V）を本機に

給電してください。 

 

① バッテリユニットのコネクタを接続してください。 

コネクタの接続は、プラグをカチッという音がなるところまで挿入してくださ

い。プラグがロックされます。 

 

② BAT（バッテリスタート用）の CP と CHG（充電保護用）の CP を ON して

ください。 

バッテリ電圧の残量状態により、放電操作 MG が自動で ON/OFF します（動

作音がします）。 

電源ランプ（緑）が点灯後、20 秒ほどで下記に示すいずれかのモニター状態

になります。 

 

[バッテリ電圧が 90V 以上の場合] 

 バッテリの電圧値が表示される。異常ランプ（赤）は点灯しない。 

 

[バッテリ電圧が 85V 以上～90V 未満の場合] 

 モニターに ELo（出力電圧低下）とバッテリの電圧値が点滅表示され、異常

ランプ（赤）が点灯する。同時に警報接点が発報するため、放電操作 MG が

OFF するまでに速やかに補充電を行ってください。補充電に関しては 13 ペー

ジ以降を参照ください。 

 

[バッテリ電圧が 85V 未満の場合] 

モニターに ELo（出力電圧低下）とバッテリの電圧値が点滅表示され、異常

ランプ（赤）が点灯する。同時に警報接点が発報し、放電操作 MG が OFF す

る。放電操作 MG が OFF 状態のため、表示される電圧値は 0 となります。 

 

※BAT の CP を ON にしてから約 20 秒間は表示が不定状態になります（故障

ではありません）。この間、BAT の CP を OFF にしないでください。 
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本機の運転時は、BAT の CP と CHG の CP を常時 ON の状態で使用してください。

バッテリの交換等のメンテナンス時は、BAT の CP と CHG の CP を OFF にしてくだ

さい。 

 

③ 商用入力の CP を ON にする前に、表示灯が点灯していることを確認します。

商用電源が供給されていると表示灯が点灯しますので、以降の操作に移ってく

ださい。 

 

※通常、CP１次側には常に商用電源が供給されています。十分に注意して操

作を行ってください。 

表示灯が不点灯の際、商用電源が供給されていないか、表示灯やヒューズに

問題がある場合があります。必ず原因を取り除いた上で操作に戻ってくださ

い。 

 

④ 商用入力の CP を ON にし、本機の運転を始めます。モニターに出力電圧

（DC104～DC110V）が表示されることを確認してください。 

 

⑤ 負荷と接続している出力の CP を ON し、モニターに出力電圧が表示されてい

ることを確認してください。 

 

※各 CP を ON した時、CP のトリップや出力電圧低下といった異常な症状が

見られたら、直ちに全ての CP を OFF にして、本機の運転を停止してくださ

い。また、異常の原因を排除するまで本機の運転を始めないでください。 

 

（２） 本機の運転を停止する場合は、以下の手順で行ってください 

 

① 負荷と接続している出力の CP を OFF してください。 

 

② 商用入力の CP を OFF してください。 

 

※商用入力の CP を OFF しても表示灯は点灯を続けます。CP の操作で表示

灯の点灯・不点灯が変化することはありません。 

 

③ BAT（バッテリスタート用）の CP と CHG（充電保護用）の CP を OFF し

て、本機の運転を停止します。 

バッテリ電圧の残量状態により、放電操作ＭＧが自動で ON/OFF します（動

作音がします）。 

 

④ バッテリユニットのコネクタを外してください。 

コネクタを外す時は、プラグの可動部を左に回し、その状態のまま手前に引く

と外れます。 
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5. 補充電及び交流入力停電時運転について 

（１） 充電保護用 CP の操作 

 

本機は、交流入力の運転時に AC/DC コンバータ部から充電抵抗を通して、定電圧充電

方式で内蔵バッテリの補充電を行います。但し、CHG の CP が OFF であると、補充電

はされないため、常時 ON の状態でご使用ください。 

また、バッテリ電圧が DC85V 未満で、充電電流が 2A 以上の場合、充電電流保護で

CHG の CP がトリップして補充電を停止します。 

 

※内蔵バッテリの補充電を行わない状態で本機を使用すると、過放電となり、バッテリ

の寿命が短くなる、もしくはバッテリ容量が回復しなくなるなどの可能性があります。

内蔵バッテリの電圧の垂下が見られる場合（ELo 表示）、速やかに補充電を行ってくだ

さい。ELo 表示の状態が長く継続した場合、動作の保証を致しかねます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

図 3 内蔵バッテリ部の回路構成 

  



- 14 - 

 

（２） バッテリ運転について 

 

BAT（バッテリスタート用）の CP が ON の状態で、交流入力が停電した場合、内蔵バ

ッテリで本機の運転を継続します。 

内蔵バッテリでの継続運転は、バッテリ電圧が DC110V→DC85V に垂下するまで放電

操作用 MG を閉路に制御して、直流出力を通電します。 

バッテリ電圧が 90V 未満に達した時点で、ELo 及び異常ランプ（赤）が点灯し、警報

接点が発報します。 

また、バッテリ電圧が DC85V 未満になると、放電操作用 MG を開路に制御して、内蔵

バッテリからの直流出力を遮断します。 

 

※停電時に放電操作用MGが開路に制御した場合、負荷への直流出力が遮断されます。 

バッテリ運転後、バッテリの容量が垂下していますので、速やかに補充電を行ってくだ

さい。長時間補充電を行わない場合、バッテリの容量が回復しないことがあります。 

 

 

 

（３） バッテリスタート運転について 

 

交流入力の停電時に、放電操作用 MG が閉路状態であるならば、内蔵バッテリ電圧が

85V 以上の時に BAT（バッテリスタート用）の CP を ON に操作すると、内蔵バッテ

リ本機の運転を開始して、バッテリ運転になります。 

ただし、遮断電圧である 85V に近い電圧で運転を開始すると、電圧の垂下によって即

座に放電操作用 MG が開路に制御される可能性がありますので、内蔵バッテリの補充

電を十分に行った上で運転を開始するようにしてください。 

 

※放電操作 MG が開路かつ内蔵バッテリ電圧 DC85V 未満でバッテリスタートの操作

をした場合、出力電圧/異常モニター基板は動作を開始しますが、内蔵バッテリからの

直流出力は遮断されているためバッテリ運転は開始されません。内蔵バッテリ電圧 85V

未満の時は、内蔵バッテリの補充電（20 時間以上）を行ってからバッテリスタートの

操作を行ってください。 
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6. 表示パネル（出力電圧モニター）について 

出力電圧値について 

 

商用入力 CP が ON 状態の時にモニターに表示される数値は、AC/DC 電源の出力電圧

値になります。但し、AC/DC 電源の保護機能が働いて、出力が 0V になった場合等に

おいては、EPo（AC/DC 出力停止）が表示されます。 

 

商用入力 CP が OFF 状態の時にモニターに表示される数値は、内蔵バッテリの出力電

圧値になります。但し、内蔵バッテリの出力電圧が 90V 未満になった場合は、ELo（出

力電圧低下）が点滅表示されます。 
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7. 表示パネル（異常モニター）について 

（１） EPo 表示（AC/DC 出力停止） 

 

AC/DC 電源の出力が停止した時に EPo が表示され、異常ランプ（赤）が点灯する。以

下は、AC/DC 出力停止の主な要因です。異常の原因を排除後、商用入力 CP を再投入

することで復帰させることができます。復帰すると異常ランプは消灯します。 

商用入力による起動時は、低電圧出力中に発報しますが、安定すると発報は停止します。 

 

・過熱保護 

高温環境や通気不良等により、AC/DC 電源が異常発熱している時に出力を停止。 

 

・出力過電圧保護 

出力電圧が 126V 以上になると出力を停止。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ELo 表示（出力電圧低下） 

 

出力電圧が DC90V 未満に低下した時に ELo が点滅表示され、異常ランプ（赤）が点灯

する。出力電圧が DC95V 以上に復帰した時は出力電圧が表示され、異常ランプが消灯

する。 
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8. トラブルシューティング 

本機の保守点検は、年に 1 回以上、定期的に行ってください。 

 

表示パネルの異常とバッテリ電圧の低下は、次の項目で確認してください。 

項目 内容 結果 処置 

電源ランプ

とモニター

の点灯 

電源ランプが点

灯するか、モニ

ターが表示され

るか。 

電源ランプが点灯

しない、モニターが

表示されない。（電

源が入っていな

い。） 

直ちに、本機の運転を停止し

てください。バッテリの故障、

断線の有無を確認し、故障箇

所の交換、更新を行ってくだ

さい。 

モニター表

示異常 

モニターに表示

される文字・数

値は正常か。 

モニターの表示が

おかしい。文字化け

のような症状が見

られる。 

プログラムの誤動作です。再

起動の為、BAT の CP を再投

入してください。 

EPo 表示 モニターに表示

される文字は

EPo か。 

EPo が表示されて

いる。AC/DC 出力

が停止中です。 

直ちに、本機の運転を停止し

てください。※異常の原因を

排除後、商用入力ＣＰを再投

入することで復帰させること

ができます。 

ELo 表示 モニターに表示

される文字は

ELo か。 

ELo が表示されて

いる。出力電圧低下

を意味します。 

交流運転時： 

直ちに、本機の運転を停止し

てください。AC/DC電源の故

障です。本機の電源部の交換、

又は本機を更新してくださ

い。 

バッテリ運転時： 

内蔵バッテリの電圧（容量）

が、垂下しています。内蔵バッ

テリの補充電を行ってくださ

い。 

ELo 状態が長く続くと予想さ

れる場合は、内蔵バッテリの

過放電を防ぐために、BAT の

CP を OFF にしてください。 

バッテリ運転再開時には必ず

BATのCPをONに戻してく

ださい。 

バッテリ電圧が回復しない場

合はバッテリを交換してくだ

さい。 

※AC/DC 電源の出力が停止する原因には「過熱保護」、「出力過電圧保護」などが挙げ

られます。「過熱保護」、「出力過電圧保護」については本書の 16 ページをご覧ください。 


